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◆アジア EA フォーラム実行委員会

委員長：五十木正（株式会社ワークスアプリケーションズ）

－Asia Enterprise Application Forum 2009 終了報告－

平成 17 年度より日本・中国・韓国の 3カ国で持ちまわりにて主催している「Asia Enterprise
Application Forum」（旧 Asia ERP Forum）の第 4回フォーラムが 2009 年 9月 11 日・12 日
に中国（蘇州市工業園区内 International Science and Technology Park）にて開催されま
した。
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■Welcome party に参加する和田会長

第 1 回（中国・北京で開催）及び第 2 回
（韓国・ソウルで開催）は日中韓の ERP
パッケージソフトウェア企業が集い、交流
を目的としていたのに対し、第 3 回目より
ERP を支える基盤的なソフトウェアと周
辺ソフトウェアも含めたエンタープライ
ズ・アプリケーションと対象を拡大し、
2007 年 10 月に日本で開催されました。

第 4 回目となった今年は、「お互いの価値を認め、お互いの発展を目指して」をテーマと
し、日・韓・中、3 カ国に加えてイスラエル、ロシア、香港など 11 カ国／12 地域から約
300 名の参加し、盛会に終了いたしました。日本側からの参加は 70 名を越え、中国ビジネ
スへの期待が大きいことが伺えました。
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◆中国ビジネス研究会

主査：竹原 司（株式会社デザイン・クリエーション）

中国のビジネスや外国人人材雇用が進む中で、とくに中国とのビジネスに関する諸問題につ
いての調査や情報交換・情報提供などを行い、セミナー・勉強会、現地視察等の企画・運営
を行いました。また、中国におけるビジネス展開及びそれに伴う問題点の検討や中国のソフ
トウェア技術の動向についての情報収集を中心に以下の活動を行いました。

○研究会
第 1回 日時：平成 21年 4月 15 日（水）

場所：CSAJ 会議室
議題：「ソフトウェア製品管理規則」について経済産業省との意見交換

会員企業に見る中国で展開するビジネスモデルのご紹介 1.
第 2回 日時：平成 21年 5月 27 日（水）

場所：CSAJ 会議室
議題：中国視察先候補についての検討

会員企業に見る中国で展開するビジネスモデルのご紹介 2.
第 3 回 日時：平成 21年 8月 7 日（金）

場所：CSAJ 会議室
議題：Baidu, Inc. 日本駐在首席代表 陳海騰氏 ご講演

テーマ「急拡大する中国インターネット市場と中国ビジネスの可能性」
会員企業に見る中国で展開するビジネスモデルのご紹介 3.

第 4 回 日時：平成 21年 10 月 30 日（金）
場所：CSAJ 会議室
議題：アジア EA フォーラム開催及び JISA 日中懇談会への参加報告

江陰市華西村視察ツアー終了報告について
中国における SaaS ビジネスの現状について

第 5 回 日時：平成 21年 12 月 3日（木）
場所：CSAJ 会議室
議題：台湾を経由しての中国進出について

Ophone Overview ご紹介
第 6 回 日時：平成 22年 3月 18 日（木）

場所：CSAJ 会議室
議題：中国新制度についての説明会及び意見交換会報告

中国最新 IT 事情
中国最新ソフトウェア事情

○セミナー
・中国強制認証制度（CCC)についての説明会

日時：平成 21年 8月 7 日（金）
場所： CSAJ 会議室
講師：社団法人情報サービス産業協会 国際部長 山本英己氏

・中国ビジネスの成功のカギ～人材の有効活用～
日時：平成 21年 12 月 3 日（木）
場所：CSAJ 会議室
講師：講演 1「中国活用と進出企業の実状～中国における人材活用ノウハウ～」

講師：森田 利男氏 NEC ソフト株式会社 顧問
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講演 2「中国人材育成のための課題と標準教育システムのご提案」
講師：TAC 株式会社 森 卯三郎氏 法人情報推進室 室長

干潟 康夫氏 教育第三事業部 事業部長
講演 3「中国 e-Learning 事情－事例をベースに－」

講師：森岡 琢氏 株式会社レビックグローバルアジア事業室 室長

○第 4 回アジア EA フォーラム併催／中国江陰市・華西村視察ツアーの実施
アジア EA フォーラムにあわせて実施した視察ツアー(9 月 12 日)では、竹原司主査（㈱
デザイン・クリエイション）を団長に 12名の参加により、中国一豊かな村と言われる中
国江蘇省江陰市華西村を訪問し、瀟洒な街並を見学するとともに、江陰市招待による昼
食会などに参加しました。

◆ツアーに参加者（江陰市にて） ◆訪問した華西村の住宅群

※実施報告書 http://www.csaj.jp/committee/china/20090912_tourrepo.pdf



Computer Software Association of Japan8

◆その他地域活動

－フィリピン IT 視察ツアー実施報告－

○訪問先
日時 訪問先等 備考

7 月 15 日（水） 投資委員会（BOI） Board of Investment
7 月 16 日（木） フィリピンソフトウェア産業協会 Philippine Software

Industries Association
Ayala Systems Technology. Inc. （ASTI）

フィリッピン大学 IT トレーニングセンター University of the Philippines
IT Training Center
(UP-ITTC)

UP－Ayalaland TechnoHub
Trend Micro Incorporated Trend Labs

7 月 17 日（金） CEBU 投資促進センター CIPC
Kinse Systems Technology, Inc.

○行程
日 月日(曜) 発着／滞在地 時 間 交通機関 摘 要 食事

1. 2009 年
7 月 15 日
（水）

成 田/マニラ

時差:
日本－1時間

09:30-13:05
14:00-15:00
16:00-18:00

18:30-20:30

PR431 便
専用バス

専用バス
徒歩

フィリピンの首都マニラへ
入国審査を経てホテルへ
Board Of Investment 投資委員会（BOI）
訪問
歓迎夕食会(BOI) 「Fely J’s」

《ペニンシュラホテル泊》

機内

夕食

2. 7 月 16 日
（木）

マニラ滞在 09:00-10:00

10:30-12:00
12:00-13:00
14:00-14:40

15:00-15:30
16:00-17:30

18:00-20:00

専用バス

専用バス

Philippine Software Industries
Association（PSIA）訪問

Ayala Systems Technology, Inc.訪問
昼食会（Ayala）
University of the Philippines IT
Training Center(UP-ITTC) 訪問

UP-Ayalaland TechnoHub 訪問
Trend Micro Incorporated Trend Labs
訪問
歓迎夕食会（Trend Micro）

《ペニンシュラホテル泊》

朝食

昼食

夕食

3. 7 月 17 日
（金）

マニラ滞在
マニラ/セブ

8:00-11:00
11:00-12:00
13:00-14:25
15:30-16:30
16:30-17:30
18:00-20:00

専用バス

PR857 便
専用バス

専用バス

Hotel チェックアウト後市内観光
昼食後、空港へ移動
セブ島へ
CEBU 投資促進センター（CIPC)訪問
Kinse Systems Technology,Inc.訪問
歓迎夕食会(CIPC・Kinse)「Ching Palace」

《マリバゴ・ブルーウォータ泊》

朝食
(昼食)

夕食

4. 7 月 18 日
（土）

セブ滞在 フリー 朝食後、各自自由行動

※オプショナルツアー

反省夕食会(Ayala)

《マリバゴ・ブルーウォータ泊》

朝食

夕食
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5. 7 月 19 日
（日）

セブ/成田

06:00-06:30

07:40-13:25

ｼｬﾄﾙﾊﾞｽ or
ﾀｸｼｰ
PR434 便

Hotel チェックアウト後空港へ

成田へ

(朝食)

機内

○視察報告
今回のフィリピン IT 視察は、その企画から実施まで、山あり谷あり。４月にフィリピン
セミナーを開催した際は、50 名を越える盛況でしたが、その後、5 月に豚インフルエン
ザが発生し、視察団の募集時期と重なったため、一時は成立が危ぶまれる状態でした。

その後、大逆転、11 名の個性的メンバーが参加する事になりました。訪問先でも通り一
遍の説明を聞くということではなく、次々と質問が飛び出し、大いに理解を深める事が
出来ました。個別の報告は、次のページ以降に譲るとして、一言、メンバー全員から、
「今回の視察は非常に得るものが多かった」との評価を得る事が出来ました。団長とし
てはうれしい限りです。

最後になりましたが、この視察の成功に尽力頂いた、CSAJ の事務局、フィリピン大使
館、また、現地でお世話になった BOI（投資委員会）、CIPC（セブ投資促進センター）,
フィリッピンソフトウェア協会、UPITTC, Ayala Systems Technology, TrendMicro,
Kinse 様に御礼申し上げます。

団長：神田 茂 ASJ（株）

赤字がマニラでの主なルー

トです。下の扇形がマカティ

市、エドサ通りを北上してケ

ソン市へ。
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